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私たちの代表
町議会議員14人決まる！

当
選
さ
れ
た
方
（々
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

９ 月24日投票、即日開票の結果、14人の町議会議員が決まりました。
当日の有権者数は １ 万324人で、その内訳は男4,979人、女5,345人でした。
また、投票者数は男2,780人、女3,201人、投票率は57.93％となりました。
� 照会先　選挙管理委員会　☎85－7111（内線337）

〈各投票所ごとの投票率〉
投票区 投票所名 有権者数 投票者数 投票率
第 １ 役場本庁舎１階 1,163 564 48.50％
第 ２ 湯本小学校 1,350 661 48.96％
第 ３ 須雲川集会所 143 102 71.33％
第 ４ 温泉公民館 323 202 62.54％
第 ５ 大平台集会所 358 241 67.32％
第 ６ 社会教育センター 323 175 54.18％
第 ７ 宮城野公民館 1,536 955 62.17％
第 ８ 老人福祉センターやまなみ荘 634 340 53.63％
第 ９ 二ノ平自治会館 395 216 54.68％
第10 仙石原文化センター 2,959 1,796 60.70％
第11 星槎レイクアリーナ箱根 250 111 44.40％
第12 箱根集会所 368 285 77.45％
第13 元箱根集会所 460 290 63.04％
第14 芦之湯集会所 62 43 69.35％

合　　　計 10,324 5,981 57.93％

開票結果（敬称略）
当 山田　和江 600.112 無

効
投
票
　
　
　
67
票

有
効
投
票
５
，
９
１
４
票
（
う
ち
、
あ
ん
分
票
５
票
）

当 勝俣　公好 539
当 山田　成宣 478.887

当 稲葉親太郎 453
当 小川　鶴雄 449.424

当 折橋　尚道 446
当 沖津　弘幸 445
当 村野由紀子 398
当 川端　祥介 382
当 勝俣　剛一 358
当 石川　　榮 354
当 遠藤　秀則 284
当 川口　延明 283
当 勝俣　泰彦 265

小川　晴也 106.575

川邉ハルト 72

勝俣泰彦（61）
無所属

仙石原1111

山田成宣（45）
無所属

元箱根110－244

勝俣剛一（70）
無所属

宮城野507

山田和江（65）
日本共産党
宮城野310

小川鶴雄（76）
無所属

湯本205－ 3

勝俣公好（69）
無所属

仙石原455

村野由紀子（51）
公明党

仙石原359－ 5

遠藤秀則（68）
無所属

宮城野918－13

折橋尚道（58）
無所属

宮ノ下310

川端祥介（67）
公明党

宮城野915－ 7

稲葉親太郎（56）
無所属

強羅1320－671

沖津弘幸（69）
無所属

湯本698－ 1

川口延明（70）
無所属
箱根175

石川　榮（77）
無所属

仙石原1246－742

百
歳
の
お
祝
い
に

�

総
理
大
臣
か
ら
銀
杯

　
今
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る
２
名

の
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
贈
呈

さ
れ
た
祝
状
と
記
念
品
の
銀
杯
を
伝

達
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
髙
尾
定
雄
（
強
羅
）

○
勝
又
ひ
さ
（
箱
根
）

照
会
先　
福
祉
課
☎
８
５
―
７
７
９
０

長
寿
夫
妻
に

記
念
品
を
贈
呈

　
町
か
ら
、
結
婚
50
年
お
よ
び
60
年

の
長
寿
夫
妻
に
対
し
、
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

結
婚
50
年
（
金
婚
式
）

○
菊
川

明
・
早
智
子
（
湯
本
）

○
平
塚
宏
・
め
ぐ
み
（
湯
本
）

○
山
谷
政
義
・
洋
子
（
湯
本
）

○
一
藤
木
洋
一
・
ク
ニ
惠
（
温
泉
）

○
下
田
陽
一
・
純
枝
（
温
泉
）

○
西
村
靜
男
・
と
も
こ
（
温
泉
）

○
山
田
治
幸
・
多
惠
（
温
泉
）

○
石
川
定
春
・
八
重
子
（
宮
城
野
）

○
勝
俣
秀
明
・
ヒ
ロ
子
（
宮
城
野
）

○
大
場
健
治
・
典
子
（
仙
石
原
）

○
土
屋
直
幸
・
ヨ
エ
（
仙
石
原
）

○
根
本
義
三
・
ト
シ
子
（
仙
石
原
）

○
宗
政
砂
夫
・
時
子
（
仙
石
原
）

○
東
海
林
一
男
・
登
美
子
（
箱
根
）

結
婚
60
年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
）

○
岡
田
輝
茂
・
幸
子
（
湯
本
）

○
押
田
清
・
良
子
（
湯
本
）

　
「
明
る
い
選
挙
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
お
よ
び

生
徒
か
ら
58
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

各
部
門
１
等
の
作
品

○
一
寸
木
晴
雄
・
安
子
（
湯
本
）

○
福
住
平
四
郎
・
信
子
（
湯
本
）

○
渡
邉
榮
藏
・
文
子
（
湯
本
）

○
金
子
初
男
・
ヨ
リ
子
（
温
泉
）

○
勝
俣
宣
二
・
ヨ
シ
ヱ
（
宮
城
野
）

○
江
島
光
雄
・
と
し
ゑ
（
箱
根
）

○
関
昭
次
郎
・
住
子
（
箱
根
）

照
会
先　
福
祉
課
☎
８
５
―
７
７
９
０

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

第
61
回
敬
老
会
を
開
催

　
９
月
13
日
、
第
61
回
敬
老
会
が
星

槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
０
０
人
余
り
の
高
齢

者
が
参
加
し
、
落
語
や
町
内
の
活
動

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
健
康
体
操
、
踊
り
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
仙
石
原
幼
児
学
園
園

児
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
演
芸
会
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
老
人
福
祉
の
向
上
な

ど
に
功
績
の
あ
っ
た
4
人
の
方
々
に
、

町
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
老
人
福
祉
事
業
功
労
者
（
敬
称
略
）

◎
露
木
治
子
（
湯
本
茶
屋
）

◎
小
林
八
重
子
（
宮
ノ
下
）

◎
屋
良
朝
順
（
二
ノ
平
）

◎
勝
俣
靜
江
（
仙
石
原
）

照
会
先　
福
祉
課
☎
８
５
―
７
７
９
０

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
定

入 賞 者 一 覧
部
門 小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部
賞 氏　名 学年 学校名 氏　名 学年 学校名 氏　名 学年 学校名
１
等小村　仁子 ３ 函嶺白百合

学園小学校 安藤　心香 ４ 函嶺白百合
学園小学校 白鳥悠悠美 2 箱根中学校

２
等唐木　新佳 １ 函嶺白百合

学園小学校 内堀　夏華 ５ 仙石原
小学校 安藤　乃々 1 函嶺白百合

学園中学校
荒野　　和 ６ 仙石原

小学校 大石　麻央 2 函嶺白百合
学園中学校

山本　柑花 ５ 函嶺白百合
学園小学校 小野田羽桜 2 箱根中学校

鴻田　　柚 ４ 仙石原
小学校 細井　裕生 2 箱根中学校

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

函嶺白百合学園小学校 ３ 年
小村　仁子 さん

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

函嶺白百合学園小学校 4 年
安藤　心香 さん

【
中
学
校
の
部
】

箱根中学校 2 年
白鳥　悠悠美 さん
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
後
、
免
疫
を
獲
得
す
る
ま
で
２

週
間
程
度
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
連
絡
し

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
当
日
に
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
方

○
65
歳
以
上
の
方

○�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
方

※
機
能
障
が
い
が
あ
る
方
は
、
医
師

の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳

（
１
級
程
度
）
の
写
し
な
ど
、
接
種

対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間　
10
月
１
日
～
平
成
30
年

２
月
28
日
㈬

自
己
負
担
額　
１
，
７
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
が
全
額
助

成
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
印

鑑
、
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
（
保

険
証
な
ど
）
を
持
参
し
、
さ
く
ら
館

ま
た
は
保
険
健
康
課
、
出
張
所
で
事

前
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
費
負
担
に
よ
る
接
種
回
数　
１
回

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所

　
申
し
込
み
が
必
要
と
な
る
の
は
、

平
成
30
年
度
に
初
め
て
対
象
乳
幼
児

の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
で
す
。

　
在
園
児
に
つ
い
て
は
、
通
園
し
て

い
る
園
に
就
労
証
明
書
、
税
務
資
料

な
ど
の
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

対　
象　
５
か
月
～
５
歳
児
（
平
成

24
年
４
月
２
日
～
29
年
11
月
１
日
生

ま
れ
）
で
、
乳
幼
児
の
保
護
者
の
い

ず
れ
も
が
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か

の
事
情
に
あ
る
場
合

○�

就
労
し
て
い
る
場
合

○�

出
産
・
病
気
・
負
傷
・
心
身
に
障

が
い
が
あ
り
、
児
童
の
保
育
が
で

き
な
い
場
合

○�

長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

が
い
の
あ
る
人
の
介
護
を
保
護
者

が
常
時
行
っ
て
い
る
場
合

○�

火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災

害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
ま
で
の
間

実
施
医
療
機
関　
町
内
医
療
機
関
、

小
田
原
医
師
会
ま
た
は
足
柄
上
医
師

会
医
療
機
関
（
要
事
前
予
約
）

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

第
42
回
芸
能
発
表
会

日　
時　
10
月
15
日
㈰
13
時
～

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

内　
容　
箱
根
に
伝
わ
る
子
ど
も
ば

や
し
、
獅
子
舞
、
太
鼓
な
ど
の
発
表

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

国
民
健
康
保
険
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
震
災
や
風

水
害
と
い
っ
た
災
害
で
被
災
し
た
場

合
や
、
失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が
前

年
に
比
べ
て
著
し
く
減
少
し
た
場
合

に
、
保
険
料
の
軽
減
・
減
免
お
よ
び

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一

部
負
担
金
の
支
払
い
を
猶
予
ま
た
は

減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
や
一
部
負
担
金
の
支
払
い

が
著
し
く
困
難
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
保
険
料

の
軽
減
措
置
】

　
非
自
発
的
失
業
（
離
職
）
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方
の
保

険
料
を
、
失
業
（
離
職
）
か
ら
一
定

期
間
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
し
て
算
定
し
、
賦
課
し
ま

す
。

※
給
与
所
得
以
外
や
、
同
じ
世
帯
に

属
す
る
他
の
被
保
険
者
の
所
得
は
、

通
常
ど
お
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

確
定
申
告
な
ど
を
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
所
得
が
確
定
し
て
い
な
い
方
は

軽
減
と
な
り
ま
せ
ん
。

対　
象　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方

◎�

離
職
時
点
で
65
歳
未
満
で
あ
る
こ

と
（
離
職
日
が
65
歳
を
迎
え
る
誕

生
日
の
前
々
日
ま
で
）

◎�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
っ

て
お
り
、
特
定
受
給
資
格
者
（
離

職
理
由
コ
ー
ド
11
・
12
・
21
・
22
・

31
・
32
）
ま
た
は
特
定
理
由
離
職

者
（
離
職
理
由
コ
ー
ド
23
・
33
・

34
）
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

◎�

離
職
日
が
平
成
21
年
3
月
31
日
以

降
で
あ
る
こ
と
。

軽
減
期
間　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
、
離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
末
、
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
ま
で
の
期
間

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け

る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
会
社
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
な
ど

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す

る
と
終
了
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
初

の
失
業
軽
減
か
ら
2
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
国
民
健
康
保
険
脱
退
後
に
再
加

入
す
る
場
合
は
、
再
び
軽
減
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
照
会
先　
保
険
健
康
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
４

指
定
管
理
者
募
集

　
来
年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
町

内
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
施
設　
八
丁
駐
車
場

募
集
要
項

◎
配
布
開
始
日　
10
月
2
日
㈪

◎
配
布
場
所　
財
務
課
（
8
時
30
分

～
17
時
15
分
。
土
・
日
曜
日
、
祭
日

を
除
く
。）

募
集
説
明
会　
10
月
10
日
㈫

�

※
予
定

照
会
先　
財
務
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
３

新
就
学
児
童
の

保
護
者
の
皆
様
へ

　
来
春
小
学
１
年
生
に
な
る
お
子
さ

ん
を
対
象
に
、
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

対　
象　
平
成
23
年
４
月
２
日
～
平

成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童

就
学
先
（
兼
会
場
）・
健
診
日

　
湯
本
小
学
校
・
10
月
26
日
㈭

　
箱
根
の
森
小
学
校
・
11
月
1
日
㈬

　
仙
石
原
小
学
校
・
11
月
16
日
㈭

そ
の
他　
該
当
す
る
家
庭
に
は
、
10

月
中
旬
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。
通

知
が
届
か
な
い
場
合
や
、
当
日
、
都

合
が
悪
く
欠
席
す
る
場
合
は
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
０

プレママ・パパ　　
　　（出産育児）教室
日　時　10月25日㈬
　　　　13時30分～16時
場　所　さくら館
内　容�　お産や母乳育児についての話、

赤ちゃんの沐
もく

浴
よく

実習
対　象　これから母親、父親になる方
持ち物�　母子健康手帳、筆記用具、エ

プロン
申込方�法　10月18日㈬までに電話で申

し込んでください。
申込・照会先　子育て支援課
� ☎８５－９５９５

平
成
30
年
４
月
入
園

町
立
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
・

幼
稚
園
児
を
募
集

保
育
が
で
き
な
い
場
合

○�

求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

を
し
て
い
る
場
合

○�

就
学
し
て
い
る
場
合

○�

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

○�

8
時
30
分
か
ら
14
時
ま
で
の
教
育

標
準
時
間
入
所
を
希
望
す
る
子
ど

も
（
1
号
認
定
）
を
持
つ
場
合

（
従
来
の
幼
児
学
園
の
幼
稚
園
に

入
所
を
希
望
す
る
場
合
）

保
育
時
間　
次
の
時
間
中
、
保
育
・

教
育
が
必
要
な
時
間

・�

月
～
金
曜
日　
７
時
30
分
～
18
時

30
分

・�

土
曜
日　
８
時
30
分
～
16
時
30
分

申
込
方
法　
入
所
申
込
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
入
園
希
望
の
認

定
こ
ど
も
園
ま
た
は
保
育
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
所
、
子
育
て
支
援
課

で
10
月
16
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
6
日
㈪
～
11
月
21

日
㈫

※
受
付
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
応
募

は
、
２
次
選
考
対
象
と
な
り
ま
す
。

提
出
書
類

・�

支
給
認
定
申
請
書
兼
保
育
所
等
入

所
申
込
書

・�

事
業
所
か
ら
の
就
労
証
明
書
（
病

気
や
出
産
の
場
合
は
、
医
師
の
診

断
書
な
ど
）

・�

児
童
健
康
調
査
票

・�

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証
明

す
る
書
類
（
１
号
認
定
こ
ど
も
は

提
出
不
要
）

・�

保
護
者
の
平
成
29
年
度
県
民
税
・

市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証

明
書
な
ど
（
平
成
29
年
1
月
1
日

現
在
で
町
内
に
居
住
し
て
い
な
い

方
が
対
象
。
ま
た
、
同
一
世
帯
で

収
入
の
あ
る
家
族
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
分
も
必
要
）

※
書
類
に
不
備
、
不
足
が
あ
る
場
合

は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

後
日
提
出
書
類　
保
護
者
の
平
成
30

年
度
県
民
税
・
市
町
村
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
な
ど
（
平
成
30

年
１
月
１
日
時
点
で
町
内
に
居
住
し

て
い
な
い
人
が
対
象
。
同
一
世
帯
で

収
入
の
あ
る
家
族
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
分
も
必
要
）

そ
の
他　
家
庭
の
事
情
に
よ
り
５
月

以
降
に
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、

入
所
申
込
書
に
資
料
を
添
付
し
、
入

園
希
望
の
前
月
15
日
ま
で
に
希
望
す

る
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

箱
根
幼
稚
園

対　
象　
３
～
５
歳
児
（
平
成
24
年

４
月
２
日
〜
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
幼
児
の
保
護
者
が
町
内
在
勤
の
場

合
も
入
園
で
き
ま
す
。

保
育
時
間　
月
～
金
曜
日
の
８
時
30

分
～
14
時

預
か
り
保
育
時
間

　
箱
根
幼
稚
園
で
は
預
か
り
保
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
２
年
間
、

預
か
り
保
育
料
の
上
限
月
額
を
設
定

し
、
働
く
家
庭
を
さ
ら
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

・
通
常　
14
時
～
16
時
30
分

・
延
長
（
必
要
に
応
じ
て
実
施
）

　
早
朝　
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　
夕
方　
16
時
30
分
～
17
時
30
分

・�

預
か
り
保
育
料　
１
０
０
円
／
30

分
　

�

月
上
限
額　
一
世
帯
４
，
０
０
０

円

申
込
方
法　
入
園
願
書
な
ど
に
必
要

事
項
を
記
入
し
関
係
書
類
を
添
え
て
、

箱
根
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

願
書
は
箱
根
幼
稚
園
、
子
育
て
支
援

課
で
10
月
16
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
6
日
㈪
～
11
月
21

日
㈫

提
出
書
類

・
入
園
願
書

・
支
給
認
定
申
請
書

・�

保
護
者
の
平
成
29
年
度
県
民
税
・

市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証

明
書
な
ど
（
平
成
29
年
1
月
1
日

現
在
で
町
内
に
居
住
し
て
い
な
い

方
が
対
象
。
ま
た
、
同
一
世
帯
で

収
入
の
あ
る
家
族
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
分
も
必
要
）

後
日
提
出
書
類　
認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
所
に
準
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

照会先　子育て支援課　☎85－９５９５
認定こども園

湯本幼児学園　　☎85－５４４４
仙石原幼児学園　　☎84－８３８６

保　育　所
宮城野保育園　　☎82－２５４３

幼　稚　園
箱 根 幼 稚 園　　☎83－６１５９
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第
56
回

�
箱
根
町
民
文
化
祭

日　
時　
11
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰
9

時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容

①
作
品
展
示
（
絵
画
、
書
、
篆
刻
、

い
け
ば
な
、
手
工
芸
、
町
内
児
童
・

生
徒
の
作
品
な
ど
）

②
募
集
し
た
短
歌
、
俳
句
、
エ
ッ
セ

イ
な
ど
を
掲
載
し
た
文
芸
誌
「
箱
根

文
芸
第
53
号
」
の
配
布
（
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
）

③
茶
席
（
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の
11
時

～
15
時
）

④
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
吹
奏
楽
演

奏
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
）

　
日
時
：
11
日
㈯　
13
時
30
分
～

　
出
演
：�

箱
根
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

フ
ラ　
ア
オ　
ラ
ニ

⑤
音
楽
の
つ
ど
い
（
コ
ー
ラ
ス
、
フ

ル
ー
ト
演
奏
）

　
日
時
：
12
日
㈰
13
時
30
分
～

　
出
演
：�

コ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
、
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は

こ
ね

照
会
先　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
２
―
２
６
９
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
き
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
、

技
術
を
ぜ
ひ
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
町
で
は
、
一
般
不
妊
治
療
費
と
不

育
症
の
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
の
に
な
か
な

か
妊
娠
し
な
い
、
妊
娠
し
て
も
流
産

を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
、
そ
の
よ
う

な
夫
婦
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。

　
１
年
を
過
ぎ
て
も
妊
娠
さ
れ
な
い

夫
婦
、
流
産
な
ど
を
２
～
３
回
繰
り

返
し
て
い
る
方
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、

保
健
師
が
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

　
ま
ず
は
、
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�

☎
８
５
―
９
５
９
５

10
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
は

�

行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
、
行
政
相
談
委
員
が
中
心
と
な
り

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
（
申

込
不
要
）

日　
時　
10
月
19
日
㈭
13
時
30
分
～

15
時
30
分

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　
国
の
行
政
機
関
の
業
務
、

公
団
や
公
庫
な
ど
の
特
殊
法
人
、
独

立
行
政
法
人
、
国
の
補
助
に
係
る
業

務
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
国
か
ら
法

対　
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
健

康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方

※
事
前
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
が
必
要
で
す
。

主
な
仕
事

・
施
設
の
管
理　
・
駐
車
場
の
整
理

・�

網
戸
の
張
替　
・
家
具
の
移
動
、

片
付
け　
・
庭
の
手
入
れ
な
ど

　
ま
た
、
併
せ
て
仕
事
を
頼
み
た
い

方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
、
事
業
所
な
ど
、
ど
な
た
で

も
何
か
手
伝
い
が
必
要
な
こ
と
や
高

齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
易
で
臨
時
的

に
依
頼
し
た
い
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
や
ま
な
み
荘
内
）

�

☎
８
２
―
５
１
１
５
（
９
時
～
16
時
）

第
38
回
糖
尿
病
週
間
行
事

　
「
糖
尿
病
、あ
な
た
の
知
識
大
丈
夫
？
」

　
糖
尿
病
の
方
、
予
備
軍
の
方
、
糖

尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
方
、

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
程　
11
月
19
日
㈰

〈
午
前
の
部
〉

時　
間　
10
時
〜
（
受
付
9
時
30
分

〜
）

内　
容　
調
理
実
習
「
バ
イ
キ
ン
グ

で
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
！
」

定　
員　
先
着
35
名
（
申
込
制
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ

き
ん

定
受
託
し
て
い
る
業
務
な
ど
に
関
す

る
相
談

相
談
員　
行
政
相
談
委
員
（
曽
我
眞
、

村
上
ち
ず
子
）

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
相
談
相

手
と
し
て
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
の

業
務
に
関
す
る
苦
情
の
相
談
に
応
じ
、

相
談
者
に
必
要
な
助
言
や
関
係
機
関

へ
苦
情
を
通
知
す
る
な
ど
、
問
題
の

解
決
を
促
し
ま
す
。

照
会
先

・
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

・
総
務
省
神
奈
川
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
課

�

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

10
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

「
み
ん
な
で　
つ
く
ろ
う

�

安
心
の
街
」

○
詐
欺
に
気
を
付
け
て

　

小
田
原
警
察
署
管
内
で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る

詐
欺
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

手
口
と
し
て
は
、『
警
察
官
・
金

融
庁
・
銀
行
協
会
・
金
融
機
関
職
員
・

大
手
デ
パ
ー
ト
従
業
員
』
な
ど
を

装
っ
て
、『
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
が
偽
造
さ
れ
て
い
る
、
新
し

い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
変
更
し
ま

す
、
手
続
き
に
必
要
な
の
で
暗
証
番

号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』
な
ど
の
電

出
深
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
町
を
あ

げ
て
の
歓
迎
を
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
町
内
で
見
か
け
た
ら
気
軽
に

・�

山
歩
き
な
ど
に
出
か
け
る
と
き
は
、

目
的
地
や
行
程
が
捕
獲
の
行
わ
れ

る
場
所
か
ど
う
か
な
ど
、
事
前
の

安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
を
し
、
ラ

ジ
オ
を
流
す
な
ど
、
自
分
の
存
在

を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

・�

登
山
道
か
ら
外
れ
た
り
、
や
ぶ
の

中
に
入
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、

単
独
行
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

場　
所　
町
内
全
域
（
特
別
保
護
地

区
は
除
く
）

※
銃
器
に
よ
る
捕
獲
の
実
施
日
時
・

場
所
な
ど
は
、
決
ま
り
次
第
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
実
施
当
日
に
は
防
災
行
政
無

線
で
放
送
し
ま
す
。

【
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た

ら
】

　
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た

際
は
、
次
の
４
つ
の
点
に
注
意
し
て

怪
我
や
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
近
づ
か
な
い
こ
と

　
何
も
し
て
こ
な
い
場
合
は
、
近
寄

ら
ず
放
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
行
動
す
る
こ

と
　
驚
か
さ
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と

後
ず
さ
り
し
て
く
だ
さ
い
。
大
声
や

急
に
動
く
と
イ
ノ
シ
シ
が
驚
い
て
思

わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

③
餌
に
な
り
そ
う
な
も
の
を
体
か
ら

〈
午
後
の
部
〉

時　
間　
13
時
～
15
時
（
受
付
12
時

30
分
〜
）

内　
容　
教
育
講
演
「
糖
尿
病
に
い

い
こ
と
は
健
康
に
も
美
容
に
も
い

い
！
～
こ
れ
だ
け
は
！
知
っ
て
お
く

と
差
が
つ
く
お
話
～
」

講　
師　
横
須
賀
共
済
病
院
薬
剤
科

土
井　
路
子
さ
ん

定　
員　
先
着
１
０
０
名
（
申
込
制
）

場　
所　
川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ

ロ
ニ
エ
（
小
田
原
市
中
里
２
７
３
―

６
）

申
込
期
日　
11
月
17
日
㈮
ま
で

申
込
・
照
会
先　
糖
尿
病
週
間
行
事

実
行
委
員
会
事
務
局
（
小
田
原
市
保

健
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
０
４
６
５
―
４
７
―
０
８
２
０

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
タ
ウ
ポ
町

�

親
善
訪
問
団
が
来
町
し
ま
す

　
今
年
で
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
を

迎
え
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
タ
ウ

ポ
町
よ
り
、
11
月
１
日
㈬
か
ら
４
日

㈯
ま
で
、
デ
イ
ビ
ッ
ト
町
長
ほ
か
４

名
が
来
町
し
ま
す
。

　
今
回
の
訪
問
中
に
は
、
30
周
年
の

記
念
式
典
を
行
う
ほ
か
、
国
立
公
園

で
あ
る
箱
根
の
自
然
景
観
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
11
月
３
日

の
大
名
行
列
へ
の
参
列
を
と
お
し
て
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
肌
で
感
じ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　
訪
問
団
の
皆
さ
ん
の
滞
在
が
思
い

話
が
多
く
掛
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
警
察
官
や
職
員
・
従
業
員
か
ら
、

い
き
な
り
電
話
で
銀
行
口
座
な
ど
の

個
人
情
報
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら

１
１
０
番
し
ま
し
ょ
う
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
家
族
に
ご

相
談
を
！

○
置
引
き
に
気
を
付
け
よ
う

　
荷
物
は
、
い
つ
も
目
の
届
く
範
囲

に
置
き
、
で
き
る
だ
け
手
を
添
え
て

い
ま
し
ょ
う
。

○
車
上
ね
ら
い
に
気
を
付
け
よ
う

　
少
し
の
間
で
も
、
車
を
離
れ
る
と

き
は
必
ず
施
錠
を
し
、
鞄
や
貴
重
品

を
車
内
に
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
実
施

に
つ
い
て

　
町
内
に
は
イ
ノ
シ
シ
が
多
数
生
息

し
て
お
り
、
畑
や
庭
、
芝
生
を
荒
ら

さ
れ
る
と
い
っ
た
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
神
奈
川
県
猟

友
会
箱
根
支
部
に
委
託
し
て
、
わ
な

や
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
、
ハ
イ

カ
ー
に
十
分
注
意
し
て
、
事
故
の
な

い
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
も
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

銃
器
に
よ
る
捕
獲
の
際
の
注
意
点

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
箱
根
町
国
際
交
流
協
会　

�

☎
８
５
―
７
４
１
０

遠
ざ
け
る
こ
と

　
嗅
覚
が
優
れ
て
い
る
た
め
、
持
っ

て
い
る
食
べ
物
の
に
お
い
に
つ
ら
れ

て
近
寄
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
食
べ
物
を
離
し
て
ゆ
っ

く
り
と
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
刺
激
し
な
い
こ
と

　
追
い
掛
け
回
す
の
は
、
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。
興
奮
し
て
周
り
の

人
を
襲
う
な
ど
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

【
平
成
29
年
度
7
月
現
在
の
捕
獲
頭

数
】

　

平
成
29
年
度
7
月
ま
で
に
22
頭

（
前
年
18
頭
）
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
５

いま！ 箱根関所がおもしろい
「箱根芦ノ湖 “夢” 劇場 第二幕」開演

　箱根関所では、隣接する恩賜
箱根公園と共催で、「箱根芦ノ
湖“夢”劇場」を開演していま
す。10月 1 日から第二幕！開演
　江戸の関所と明治の離宮で繰
り広げられる主なイベントをご
紹介します。ぜひお越しくださ
い。
＊この他にも、楽しいイベント
を用意しています。
　イベントの詳細などにつきま
しては、箱根関所または恩賜箱
根公園まで問い合わせてくださ
い。

照会先
　箱根関所� ☎８3－6635
　恩賜箱根公園� ☎８3－7484

【箱根関所ステージ】
建物特別公開 10月 7 日・28日、11月18日・25日

いずれも土曜日、午前 9 時30分〜午後 4 時30分
劇団湯たんぽ
「時代演目」

10月15日・22日、11月12日
いずれも日曜日、午前10時〜午後 3 時頃

獄屋噺 ９ 月27日〜11月 １ 日の毎週水曜日、12月 6 日㈬
午後 2 時・午後 2 時30分の 2 回

箱根関所
ガイドツアー

10月14日・21日、11月 4 日・11日、12月 2 日
いずれも土曜日、午後 1 時から

【恩賜箱根公園ステージ】
和太鼓演奏 10月 1 日㈰

午前11時・午後 1 時30分の 2 回

秋の野点 10月 7 日㈯・ 8 日㈰
午前10時30分〜午後 3 時

管弦楽演奏 10月15日㈰
午後 1 時30分〜 2 時30分

冬の牡丹展 平成30年 1 月 5 日㈮〜12日㈮
サクラソウ展 平成30年 2 月 3 日㈯〜 3 月18日㈰

お待ちしていま〜す。
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下
水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

　
下
水
道
事
業
を
身
近
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
下

水
道
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
お
子
様
向
け
無
料
イ
ベ
ン
ト

も
多
数
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日　
時　
10
月
28
日
㈯
10
時
～
15
時

場　
所　
扇
町
し
ら
さ
ぎ
広
場
（
小

田
原
市
扇
町
六
丁
目
８
１
９
番
地
）

主　
催　
神
奈
川
県
・
県
下
水
道
公

社共　
催　
酒
匂
川
流
域
関
連
市
町

内　
容　
下
水
処
理
場
見
学
、
模
擬

店
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ゲ
ー
ム
、

微
生
物
の
観
察
・
水
質
実
験
、
太
鼓

や
お
囃
子
の
演
奏
な
ど

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

公
共
下
水
道
へ
の

�

接
続
の
お
願
い

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

（
宮
城
野
・
強
羅
・
二
ノ
平
・
小
涌

谷
・
仙
石
原
・
箱
根
・
元
箱
根
の
各

一
部
）
に
住
ん
で
い
て
、
公
共
下
水

道
に
未
接
続
の
場
合
は
、
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
下
水
道
へ
の
切
替
工
事
は
、
必
ず

町
の
指
定
工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
虐
待
は
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
障
が

い
に
対
す
る
理
解
不
足
、
家
族
の
介

護
疲
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

あ
り
ま
す
。

　
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た
地

域
全
体
で
見
守
り
、
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

は
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

万
が
一
の
虐
待
か
ら
も
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
が
始
ま
る
前
に
申
請

書
を
提
出
し
、
町
の
確
認
を
得
て
か

ら
工
事
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
補
助

金
や
貸
付
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

や
、
町
の
指
定
工
事
店
、
補
助
金
や

貸
付
金
の
制
度
利
用
に
つ
い
て
知
り

た
い
場
合
な
ど
、
疑
問
や
不
明
な
点

が
あ
る
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
更
新
講
習
会・県
内
統
一
試
験

　
下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者
の

資
格
を
更
新
す
る
た
め
の
更
新
講
習

会
お
よ
び
資
格
を
新
た
に
取
得
す
る

た
め
の
県
内
統
一
試
験
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

〈
更
新
講
習
会
〉

月　
日　
平
成
30
年
1
月
17
日
㈬
・

18
日
㈭
の
う
ち
希
望
す
る
日

場　
所　
サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き

（
川
崎
市
川
崎
区
富
士
見
２
―
５
―
２
）

手
数
料　
５
，
２
０
０
円

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
指

定
の
場
所
へ
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

＊
更
新
講
習
対
象
者
に
は
10
月
中
旬

頃
に
案
内
お
よ
び
申
込
書
な
ど
が
直

接
郵
送
さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
な
り
ま
す

　
虐
待
は
大
き
く
５
つ
に
分
か
れ
、

い
く
つ
か
の
虐
待
が
重
ね
て
行
わ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　
暴
力
を
ふ
る
い
体
に
傷
や
痛
み
を

負
わ
せ
る
こ
と
、
身
動
き
が
と
れ
な

い
状
態
に
す
る
こ
と
。

（
例
）
た
た
く
、
蹴
る
、
縛
り
付
け

る
、
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る

〈
責
任
技
術
者
試
験
〉

月　
日　
平
成
30
年
2
月
8
日
㈭

場　
所　
川
崎
市
教
育
文
化
会
館

（
川
崎
市
川
崎
区
富
士
見
２
―
１
―
３
）

手
数
料　
５
，
２
０
０
円

申
込
書
の
配
布　
10
月
10
日
㈫
～
11

月
17
日
㈮

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈭
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

か
な
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ（
県
立
職
業
技
術
校
）

２
０
１
８
年
４
月
生
及
び

�

１
月
生
募
集
に
つ
い
て

対　
象　
職
業
に
必
要
な
知
識
、
技

術
・
技
能
を
習
得
し
て
、
職
業
に
就

こ
う
と
い
う
意
思
が
あ
る
方

※
各
種
推
薦
枠
・
優
先
枠
有
り
。

実
施
校

・�
か
な
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
東
部
（
東
部

総
合
職
業
技
術
校
）

�
☎
０
４
５
―
５
０
４
―
２
８
１
０

・�

か
な
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
西
部
（
西
部

総
合
職
業
技
術
校
）

�

☎
０
４
６
３
―
８
０
―
３
０
０
２

募
集
コ
ー
ス
（
校
に
よ
っ
て
異
な
る
）

・�

４
月
生
前
期
…
機
械
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
組
込
み
開
発
、
造
園
、

室
内
設
計
施
工
な
ど

・�

１
月
生
…
セ
レ
ク
ト
プ
ロ
ダ
ク
ト
、

室
内
施
工
、
ビ
ル
設
備
管
理
、
庭

園
エ
ク
ス
テ
リ
ア
施
工

◇
心
理
的
虐
待

　
侮
辱
や
拒
絶
の
言
葉
・
態
度
で
、

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

（
例
）
怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、
子

ど
も
扱
い
す
る
、
意
図
的
に
無
視
す

る
、
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

◇
性
的
虐
待

　
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と
見
せ

か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し
た
り
、

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

（
例
）
人
前
で
お
む
つ
を
交
換
す
る
、

下
着
の
ま
ま
放
置
す
る
、
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
す
る
（
さ
せ
る
）

◇
経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年
金
、

賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。
ま
た
、
理

由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と
。

（
例
）
不
動
産
や
年
金
、
預
金
を
勝

手
に
使
う
、
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い◇
ネ
グ
レ
ク
ト
（
介
護
や
世
話
の
放

棄
）

　
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
物

な
ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ

ず
、
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と
。

（
例
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
さ

せ
な
い
、
病
院
を
受
診
さ
せ
な
い

虐
待
の
原
因
の
一
つ
は

�

介
護
疲
れ
で
す

　
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
は
、
虐
待

の
主
な
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
多

募
集
期
間
・
申
込　
４
月
生
前
期
は

10
月
２
日
㈪
か
ら
、
１
月
生
は
10
月

10
日
㈫
か
ら
10
月
30
日
㈪
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
事
前
手
続
後
、
各
校

へ 

郵
送
ま
た
は
持
参

選
考
日　
11
月
12
日
㈰

募
集
案
内
・
入
校
申
込
書　
各
技
術

校
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
10
月
上
旬
か

ら
配
布
し
ま
す
。

募
集
イ
ベ
ン
ト　
体
験
入
校
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（ 

詳
し
く
は
各

校
の
Ｈ
Ｐ
ま
で
）

照
会
先　
県
産
業
人
材
課

�

☎
０
４
５
―
２
１
０
―
５
７
１
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
/

pref.kanagaw
a.jp/cnt/f368/

中
小
企
業
者
等
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て

　
町
内
の
中
小
企
業
者
な
ど
の
経
営

の
安
定
お
よ
び
活
性
化
を
図
る
た
め
、

そ
の
経
営
、
労
務
、
金
融
な
ど
に
つ

い
て
専
門
的
知
識
ま
た
は
実
務
経
験

を
有
す
る
者
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を

派
遣
し
、
適
切
な
指
導
、
助
言
を
行

う
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
町
内
に
店
舗
ま
た
は
工
場

な
ど
を
有
す
る
中
小
企
業
基
本
法
第

2
条
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
お
よ

び
そ
の
団
体

派
遣
日
数　
原
則
と
し
て
1
日

費　
用　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
要

す
る
費
用
は
、
町
が
負
担
し
ま
す
。

※
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
選
定
な
ど
は
、

く
、
ま
た
「
自
分
（
た
ち
）
で
や
ら

な
け
れ
ば
」
と
、
家
族
だ
け
で
す
べ

て
を
抱
え
こ
も
う
と
す
る
場
合
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
者
の
負
担

が
限
界
に
達
し
た
と
き
、
虐
待
と
い

う
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」で
虐
待
防
止
へ

　
町
で
は
「
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
設
け
、
各
関
係
機
関

の
連
携
を
強
化
し
、
高
齢
者
虐
待
防

止
の
支
援
方
法
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
保
健
福
祉
事
務
所
、

医
療
機
関
、
警
察
署
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

町
な
ど
の
機
関
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。サ

ポ
ー
ト
を
上
手
に
利
用

し
ま
し
ょ
う

　
虐
待
を
し
て
い
る
本
人
に
は
、
虐

待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な
い

場
合
が
多
い
で
す
。

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
側
も
、
介
護
し

て
く
れ
て
い
る
家
族
を
か
ば
う
こ
と
、

ま
た
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
事
実
を
周

囲
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
っ
た
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
は
、
悩
み
や

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
の
協
力
の

も
と
、
実
施
し
ま
す
。

申
込
・
照
会
先

・
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
箱
根
支

部�

☎
８
５
―
６
２
４
５

・
観
光
課�

☎
８
５
―
７
４
１
０

「
黒
岩
知
事
と
の〝
対
話
の
広
場
〟地

域
版　
県
西
会
場
」参
加
者
募
集
！

日　
時　
10
月
17
日
㈫
18
時
30
分
～

20
時

会　
場　
県
小
田
原
合
同
庁
舎　
３

階
会
議
室

内　
容　
事
例
発
表
お
よ
び
会
場
の

皆
さ
ん
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
知
事
が
進
行
役
を
務
め
ま
す
）

申
込
方
法　
次
の
事
項
を
添
え
10
月

10
日
㈫
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

は
が
き
（
必
着
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
10
月
17
日
㈫
「
黒
岩
知
事
と
の

〝
対
話
の
広
場
〟
地
域
版　
県
西
会

場
」
参
加
希
望
、
②
参
加
者
の
名
前
、

③
電
話
番
号
、
④
市
町
村
名
、
⑤
手

話
通
訳
の
希
望
の
有
無
、
⑥
託
児
の

希
望
と
人
数
【
２
歳
～
６
歳
ま
で
】

申
込
・
問
合
先　
県
西
地
域
県
政
総

合
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
部
企
画
調
整

課　
〒
２
５
０
―
０
０
４
２
小
田
原

市
荻
窪
３
５
０
―
１　
☎
０
４
６
５

―
32
―
８
９
０
３
（
直
通
）
FAX
０
４

６
５
―
３
２
―
８
１
１
１

http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.
jp/cnt/f417344/p674353.htm

l

心
配
ご
と
を
一
人
で
抱
え
こ
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。
専
門
機
関
や
相
談
窓

口
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
介
護

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
気
付
き
と
通
報
が

み
ん
な
を
救
い
ま
す

　
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
早
期

発
見
が
重
要
で
す
。

　
守
秘
義
務
に
よ
り
、
通
報
者
名
と

そ
の
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
虐

待
を
発
見
し
た
と
き
や
、
虐
待
か
も

と
い
う
疑
い
を
持
っ
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
に
関

す
る
相
談
／
虐
待
の
通
報
先

　
福
祉
課�

☎
８
５
―
７
７
９
０

◆
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
５
―
３
０
０
２

早期発見と
見守り・支援で

高齢者と障がい者を
虐待から守る
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広報はこね　2017.October

広報はこね　2017.October

　
８
月
24
日
、
箱
根
の
森
小
学
校
屋

内
運
動
場
で
、
環
境
先
進
観
光
地
―

箱
根
第
55
回
美
化
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
地
元
自
治
会
や
、
小
・

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
約
３
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
日
頃
観
光
美
化
や
ご

み
減
量
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
表
彰

状
や
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
他
、
来

賓
の
祝
辞
、
箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
町
へ
の
寄
贈
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
で
48
回
目
を
迎
え
た

観
光
美
化
・
自
然
愛
護
標
語
、
作
文
、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
町
内

の
小
・
中
学
校
７
校
か
ら
標
語
の
部

に
56
点
、
作
文
の
部
に
４
２
０
点
、

ポ
ス
タ
ー
の
部
に
４
５
５
点
の
応
募

が
あ
り
、
各
学
年
の
１
等
入
賞
者
に

賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
標
語
の
部
の
轟
木
康

稀
君
（
箱
根
の
森
小
１
年
）、
作
文

の
部
を
代
表
し
、
稲
毛
眞
生
君
（
箱

根
の
森
小
２
年
）、
佐
藤
望
花
さ
ん

（
函
嶺
白
百
合
学
園
中
１
年
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
を
中
心
に
町
内
の

自
治
会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
が
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

《
受
賞
さ
れ
た
方
々
》
（
敬
称
略
）

「
箱
根
を
大
切
に
し
美
し
く
す
る
」

貢
献
者
表
彰

・�

箱
根
町
宮
城
野
地
区
総
合
整
備
協

議
会

・�

宮
城
野
木
賀
観
光
協
会

・�

土
屋
　
克
夫

「
ご
み
減
量
貢
献
表
彰
」
表
彰
者

・�
さ
く
ら
子
ど
も
会

観
光
美
化
・
自
然
愛
護
標
語
、
作
文
、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
１
等
入
賞
者

〈
標
語
・
作
文
の
部
〉

・
轟と

ど
ろ

木き

　
康こ

う
稀き

（
箱
根
の
森
小
１
年
）

啓発用ポスターに採用された
宇田好花さんの作品

作
文
の
部

作
文
の
部

　
ぼ
く
の
じ
ま
ん
の
ば
し
ょ

す
て
る
て
を
　
ひ
ろ
う
て
に
か
え
て

　
き
れ
い
な
ま
ち
へ

標
語
の
部

�

箱
根
の
森
小
学
校
　
一
年
　
轟
木
　
康
稀
　

�

箱
根
の
森
小
学
校
　
二
年
　
稲
毛
　
眞
生
　

�

函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校
　
一
年
　
佐
藤
　
望
花
　

　
私
の
考
え
る
美
化

美
し
い
箱
根
を
守
ろ
う

第
55
回
美
化
大
会

　

ぼ
く
の
は
こ
ね
の
じ
ま
ん
の
ば

し
ょ
は
、
早
川
の
さ
く
ら
。

　
４
月
に
、
一
年
生
と
ぼ
く
た
ち
二

年
生
で
早
川
づ
つ
み
に
行
き
ま
し
た
。

天
気
が
よ
く
て
、
早
川
の
水
の
な
が

れ
が
、
キ
ラ
キ
ラ
と
か
が
や
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
早
川
の
よ
こ
に
、
さ

く
ら
の
木
が
ず
う
っ
と
先
ま
で
つ
づ

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ぼ
く
の
じ
ま

ん
の
ば
し
ょ
で
す
。
１
年
生
が

「
き
れ
い
な
さ
く
ら
だ
ね
。」

と
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
た
の
で
、
ぼ

く
も
本
と
う
に
き
れ
い
だ
な
と
お

も
っ
て
、
気
も
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　
こ
こ
は
、
よ
る
に
な
る
と
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
も
っ
と
き
れ
い
な
ん

で
す
。
お
父
さ
ん
と
、
お
姉
ち
ゃ
ん

と
、
妹
と
４
人
で
よ
る
の
早
川
づ
つ

み
の
さ
く
ら
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

お
き
ゃ
く
さ
ん
も
よ
る
な
の
に
た
く

さ
ん
き
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
、
は

こ
ね
の
春
が
大
す
き
な
ん
だ
な
と
お

も
い
ま
す
。

　
で
も
、
こ
の
ま
え
ざ
ん
ね
ん
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
早
川
の
な
が
れ

　
私
は
、
小
学
校
か
ら
箱
根
の
学
校

に
通
っ
て
い
る
。
四
季
を
肌
身
で
感

じ
な
が
ら
成
長
し
て
き
た
。

　
入
学
し
た
頃
、
友
達
や
親
戚
に
学

校
の
事
を
話
す
と
、
「
す
ご
い
所
ま

で
通
っ
て
い
る
ね
。」
と
驚
か
れ
た
。

そ
の
「
す
ご
い
」
と
い
う
言
葉
は
、

箱
根
の
美
し
い
風
景
を
思
い
浮
か
べ

発
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
私
の
通
っ
て
い
た
小
学
校
は
、
建

物
は
古
い
が
ゴ
ミ
は
一
つ
も
落
ち
て

お
ら
ず
、
教
室
や
ろ
う
下
の
す
み
ず

み
ま
で
い
つ
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
ゴ

ミ
は
持
ち
帰
り
、
折
り
紙
や
色
画
用

紙
は
ゴ
ミ
の
部
分
が
出
な
い
よ
う
使

え
る
所
は
使
う
よ
う
先
生
に
教
わ
っ

た
。
入
学
し
た
頃
に
感
動
し
た
き
れ

い
な
校
舎
を
保
つ
た
め
、
窓
の
さ
ん

が
汚
れ
て
い
た
ら
率
先
し
て
拭
き
、

校
庭
の
落
ち
葉
掃
き
や
雪
か
き
に
は

積
極
的
に
参
加
し
た
。

　
高
学
年
で
は
ト
イ
レ
掃
除
の
担
当

に
な
っ
た
。
ト
イ
レ
は
必
ず
み
ん
な

が
使
う
場
所
で
あ
り
、
清
潔
に
保
つ

の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
快
適
に
過
ご

せ
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
を
心
掛
け

た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
私
は
ト

イ
レ
に
敏
感
だ
。

　
先
日
、
強
羅
駅
の
ト
イ
レ
を
使
用

を
見
て
い
る
と
、
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ

が
お
ち
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

わ
ざ
と
ご
み
を
お
と
す
人
は
い
な
い

と
お
も
い
ま
す
。
で
も
、
ぼ
く
の
じ

ま
ん
の
ば
し
ょ
が
き
た
な
く
な
る
と

さ
み
し
い
気
も
ち
に
な
り
ま
す
。
ぼ

く
は
、
そ
の
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
を
ひ

ろ
い
た
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。
で

も
早
川
は
、
は
こ
ね
の
大
き
な
川
で
、

ぼ
く
が
入
っ
て
と
る
こ
と
は
、
で
き

ま
せ
ん
。
け
っ
き
ょ
く
、
そ
の
ビ

ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
は
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

な
と
か
ん
が
え
ま
し
た
。
「
ご
み
を

お
と
さ
な
い
・
ご
み
が
お
ち
て
い
た

ら
ひ
ろ
う
・
み
ん
な
に
も
ご
み
を
す

て
な
い
で
と
よ
び
か
け
る
」
と
か
ん

が
え
ま
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
さ
み

し
い
心
が
う
れ
し
い
心
に
な
る
人
が

多
く
な
る
と
お
も
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、

は
こ
ね
の
じ
ま
ん
の
ば
し
ょ
が
、
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
も
っ
と
し
ぜ
ん
ゆ

た
か
な
ば
し
ょ
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
だ
か
ら
ぼ
く
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

し
た
際
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

切
れ
端
や
ゴ
ミ
が
散
ら
か
っ
て
い
た

為
、
そ
れ
ら
を
拾
い
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、

最
後
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
先

た
ん
を
三
角
折
り
に
し
た
。
三
角
折

り
は
、
私
の
「
お
も
て
な
し
」
の
心

だ
。
箱
根
は
観
光
客
が
多
く
訪
れ
、

遠
く
外
国
か
ら
も
足
を
運
ん
で
く
れ

る
。
観
光
名
所
や
風
景
を
楽
し
ん
で

い
る
の
に
、
汚
い
ト
イ
レ
で
水
を
差

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
些
細
な
事

か
も
し
れ
な
い
が
、
き
れ
い
に
し
た

い
と
願
う
そ
の
気
持
ち
の
積
み
重
ね

が
箱
根
の
美
し
い
自
然
の
支
え
と

な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　
美
化
と
い
え
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
や

環
境
保
護
、
街
の
清
掃
活
動
等
が
あ

る
が
な
か
な
か
参
加
す
る
機
会
が
な

い
。
し
か
し
、
物
を
長
く
使
用
す
る

事
、
エ
コ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
箸
の
利
用
、

ゴ
ミ
の
分
別
な
ど
身
近
な
美
化
活
動

は
可
能
だ
。
日
々
、
当
た
り
前
だ
と

思
う
事
を
心
が
け
継
続
し
て
い
く
事

は
、
思
っ
て
い
る
よ
り
と
て
も
難
し

い
。

　
ま
た
、
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

相
手
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
行
う
美
化
活
動
は
、
自
分
自
身
の

心
を
も
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
。
一

人
一
人
の
小
さ
な
行
い
が
箱
根
の
街

を
未
来
へ
と
つ
な
げ
、
こ
の
先
も
世

界
に
誇
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
く
だ

ろ
う
。

　
た
い
て
い
の
人
が
旅
行
や
観
光
で

箱
根
を
訪
れ
て
い
る
中
、
私
は
毎
日

こ
の
地
に
通
っ
て
い
る
。
朝
が
早
く

眠
た
い
日
も
、
気
分
の
沈
ん
で
い
る

日
も
、
箱
根
の
澄
み
き
っ
た
空
や
、

色
と
り
ど
り
の
花
や
草
木
に
励
ま
さ

れ
て
き
た
。
登
山
電
車
か
ら
見
え
る

あ
じ
さ
い
や
紅
葉
、
冬
の
真
っ
白
な

雪
景
色
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
教

え
て
く
れ
る
。

　
時
に
は
シ
カ
や
サ
ル
の
姿
が
見
え

た
り
、
学
校
に
は
イ
ノ
シ
シ
が
現
れ
、

理
科
の
授
業
で
育
て
た
ゴ
ー
ヤ
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
が
荒
ら
さ
れ
、
怖
い

思
い
を
し
た
事
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
最
近
私
は
思
う
。
箱
根

に
山
や
自
然
が
多
い
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
街
が
き
れ
い
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
動
物
達
も
そ
れ
を
感
じ
引
き
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　
箱
根
の
自
然
を
守
る
た
め
の
美
化

活
動
を
考
え
、
行
動
す
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
自
然
の
偉
大
さ
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
私
は
幼
少
期
、
多
く
の
自
然
体
験

を
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
や
キ
ャ

ベ
ツ
狩
り
、
お
米
に
関
し
て
は
田
植

え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
行
い
、
夏
の

キ
ャ
ン
プ
で
は
雄
大
な
富
士
山
の
下

で
乗
馬
を
し
た
り
、
底
が
見
る
ほ
ど

透
明
感
の
あ
る
川
で
遊
ん
だ
り
。
冬

に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
雪
景
色
に
様

変
わ
り
し
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

キ
ャ
ン
プ
場
や
畑
は
何
も
せ
ず
放
置

し
て
い
た
ら
誰
も
訪
れ
な
く
な
り
、

せ
っ
か
く
の
自
然
の
恵
み
が
壊
れ
て

ゆ
く
だ
ろ
う
。
自
分
の
居
る
場
所
を

大
切
に
思
い
、
き
れ
い
な
物
を
き
れ

い
な
ま
ま
存
続
さ
せ
る
の
は
容
易
な

事
で
は
な
い
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
常

駐
し
て
い
る
人
が
い
て
、
そ
の
人
は

沢
山
の
学
生
や
子
供
達
に
自
然
の
大

切
さ
や
有
難
み
を
伝
え
、
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
の
防
止
を
呼
び
か
け
環
境
保

護
に
務
め
て
い
る
。
忘
れ
る
事
の
出

来
な
い
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
の

は
、
陰
で
支
え
て
く
れ
て
い

る
人
々
の
存
在
が
大
き
い
と

気
付
い
た
。

　
私
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
た

箱
根
に
毎
日
通
え
る
事
を
ぜ

い
た
く
で
幸
せ
だ
と
思
っ
て

い
る
。
私
も
、
畑
や
キ
ャ
ン

プ
場
で
働
い
て
い
る
人
々
の

よ
う
に
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
ち
、
周
り
の
人
達
に
も

呼
び
か
け
、
環
境
破
壊
や
汚

染
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

　
箱
根
町
は
、
美
化
憲
章
を

か
か
げ
て
い
る
。
美
し
い
箱

根
を
よ
ご
さ
な
い
、
こ
わ
さ

な
い
、
育
て
よ
う
と
。

　
歴
史
の
深
い
長
く
親
し
ま

・
稲い

な
毛げ

　
眞ま

生う
な
（
箱
根
の
森
小
２
年
）

・
水み

ず
田た

　
旭あ

さ
飛ひ

（
湯
本
小
３
年
）

・
市い

ち
村む

ら
　
　
凰こ

う
や

（
仙
石
原
小
４
年
）

・
内う

ち
堀ぼ

り
　
夏な

つ
華か

（
仙
石
原
小
５
年
）

・
宇う

田だ

　
好こ

の
花か

（
箱
根
の
森
小
６
年
）

・�

佐さ
と
藤う

　
望も

花か

（
函
嶺
白
百
合
学
園

中
１
年
）

・�

細ほ
そ
田だ

　
斐あ

や
葉は

（
函
嶺
白
百
合
学
園

中
２
年
）

・�

上う
え

田だ

　
　
京き

ょ
う

（
函
嶺
白
百
合
学
園

中
３
年
）

〈
ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

・
四し

條じ
ょ
う

　
結ゆ

愛あ

（
仙
石
原
小
１
年
）

・
鈴す

ず
木き

　
流る

華か

（
仙
石
原
小
２
年
）

・
落お

ち
合あ

い
　
瑛え

梨り
ん
（
仙
石
原
小
３
年
）

・�

北き
た
野の

谷や 

レれ

イい

ラら

ニに 

桜さ
く
ら

（
仙
石
原

小
４
年
）

れ
る
こ
の
箱
根
を
造
っ
て
き
た
先
人

達
は
、
目
に
は
見
え
な
い
美
化
の
精

神
を
持
っ
て
行
動
し
、
そ
し
て
私
達

に
つ
な
げ
て
く
れ
た
。

　
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
縁
も
ゆ

か
り
も
な
か
っ
た
箱
根
の
地
を
、
今

で
は
心
か
ら
愛
し
、
大
切
に
思
っ
て

い
る
。
こ
の
美
し
い
箱
根
が
変
わ
ら

ず
保
た
れ
る
よ
う
、
今
出
来
る
事
に

加
え
、
今
後
は
街
の
美
化
活
動
に
も

参
加
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
出
会
う
全
て
の
人
に
、

箱
根
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
事
が
、

私
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
箱

根
へ
の
恩
返
し
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

・
佐さ

藤と
う

　
綺き

羅ら

（
箱
根
の
森
小
５
年
）

・
宇
田
　
好
花
（
箱
根
の
森
小
６
年
）

・
小こ

林ば
や
し

　
亜あ

優ゆ

那な

（
箱
根
中
１
年
）

・
鷲わ

し
頭ず

　
　
翼つ

ば
さ

（
箱
根
中
２
年
）

・
小こ

林ば
や
し

　
莉り

菜な

（
箱
根
中
３
年
）
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「
箱
根
の
秋
」２
０
１
７

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト〈
弦
楽
四

重
奏
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
響
き
〉

日　
時　
11
月
19
日
㈰
15
時
開
演

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

出　

演 

東
京
ハ
ル
モ
ニ
ア
室
内

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

入
場
料
（
前
売
）　
大
人
２
，
０
０

０
円
・
小
中
学
生
１
，
０
０
０
円

　

前
売
り
券
は
仙
石
原
文
化
セ
ン

タ
ー
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、
町
観

光
協
会
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

照
会
先　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
４
―
８
３
８
７

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
体
験
会

　
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
は
、
集
中
力
、

観
察
力
、
推
理
力
な
ど
を
養
い
、
な

お
か
つ
、
手
を
動
か
し
て
組
み
立
て

る
た
め
、
脳
の
活
性
化
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト
レ
ス

解
消
や
気
分
転
換
に
も
ぴ
っ
た
り
で

す
。
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
未
病
を
改
善
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日　
時　
11
月
8
日
㈬
14
時
～
15
時

場　
所　
さ
く
ら
館
会
議
室

内　

容　

大
中
小
３
種
類
の
ジ
グ

ソ
ー
パ
ズ
ル
を
グ
ル
ー
プ
や
一
人
で

組
み
立
て
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

初
心
者
で
も
参
加
で
き
る
や
さ
し
い

ゲ
ー
ム
で
す
。

　
町
で
は
、
「
箱
根
町
行
財
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
（
平
成
27
～

31
年
度
）
に
基
づ
き
「
自
立
し
た
行

財
政
運
営
の
確
立
に
向
け
た
緊
急
改

革
」
を
基
本
理
念
に
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
推
進
を
図
る
た
め
、
45
件
の
推
進

項
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
取
り
組
ん
だ
行
財

政
改
革
の
成
果
と
取
組
み
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
資
料
は
、
役
場
本

庁
舎
３
階
企
画
課
お
よ
び
出
張
所
窓

口
に
報
告
書
を
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
報
告

書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
の
取
組
み
の
概
要

・
取
組
み
予
定
45
項
目
に
対
し
、
43

項
目
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
9
月
に
策
定
し
た
箱
根

町
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
45
の
推
進
項
目
の
う
ち
、
平
成
28

年
度
は
43
項
目
で
取
組
み
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
「
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱

根
の
運
営
見
直
し
」
や
「
入
湯
税
納

期
内
納
付
事
務
取
扱
交
付
金
の
廃
止
」

は
、
前
倒
し
で
取
組
み
を
行
っ
て
き

た
結
果
、
平
成
28
年
度
か
ら
収
支
改

善
効
果
が
表
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、

「
ご
み
収
集
体
制
の
見
直
し
」
や

「
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
」
な

対　
象　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

定　
員　
先
着
30
人

申
込
期
限　
10
月
2
日
㈪
か
ら
10
月

20
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
さ
く
ら
館
☎
８
５
丨
０
８
０
０

わ
が
家
は
大
地
震
に

�

耐
え
ら
れ
ま
す
か

無
料
耐
震
相
談
会
開
催

の
お
知
ら
せ

日　
時　
10
月
25
日
㈬
13
時
30
分
～

15
時
30
分

※
1
回
の
相
談
時
間
は
50
分
程
度
で

す
。

場　
所　
温
泉
公
民
館 

講
堂

対
象
の
住
宅　
住
民
自
ら
所
有
か
つ

居
住
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
木

造
住
宅

○�

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
2

階
建
て
以
下
の
専
用
住
宅
ま
た
は

併
用
住
宅

○�

枠
組
壁
工
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
）
ま
た
は
プ
レ
ハ
ブ
工
法
で

な
い
も
の

持
ち
物　
建
築
年
や
建
物
の
概
要
が

分
か
る
も
の
。（
建
築
確
認
通
知
書
、

平
面
図
や
間
取
図
、
写
真
な
ど
）

※
図
面
な
ど
が
な
い
場
合
で
も
診
断

は
可
能
で
す
。

申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先
・
申
込　
都
市
整
備
課

�

☎
８
５
丨
９
５
６
６

落
ち
葉
ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て

　
町
で
は
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化

お
よ
び
適
正
な
処
理
の
推
進
を
図
る

た
め
、
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
収
集
体
制
を

見
直
し
、
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
日
当
た
り
の
ご
み
の
排

出
量
が
10
㎏
以
下
の
事
業
所
に
つ
い

て
は
、
町
に
届
出
を
出
す
こ
と
で
町

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
、

一
回
の
排
出
で
箱
根
町
指
定
ご
み
袋

（
少
量
排
出
事
業
者
用
ご
み
袋
）
を

２
袋
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

大
量
の
落
ち
葉
が
発
生
し
、
一
回
に

２
袋
の
排
出
で
は
ご
み
の
排
出
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
一
日
当
た
り
の
ご
み
の

排
出
量
が
10
㎏
以
下
で
、
町
に
届
出

を
出
し
た
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
通

常
の
ご
み
の
他
、
落
ち
葉
を
追
加
で

排
出
で
き
る
よ
う
、
制
度
を
変
更
い

た
し
ま
す
。

排
出
方
法

・�

箱
根
町
指
定
ご
み
袋
（
少
量
排
出

事
業
者
用
ご
み
袋
）
を
使
用
し
、

少
量
排
出
事
業
者
登
録
番
号
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

通
常
の
ご
み
の
他
、
落
ち
葉
ご
み

を
一
度
に
3
袋
ま
で
排
出
で
き
ま

す
。

・�

落
ち
葉
ご
み
を
排
出
す
る
際
は
、

落
ち
葉
ご
み
以
外
の
物
を
混
入
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
丨
９
５
６
５

　
町
内
出
身
の
方
で
、
こ
の
夏
に
全

国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
選
手
を
紹
介

し
ま
す
。

・�

中な
か
村む

ら　
柔よ

し
登と

君　
箱
根
の
森
小
学

校
5
年
生

　
第
14
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道

大
会　
結
果
：
男
子
45
㎏
級
第
3
位

・�

近こ
ん

藤ど
う　

美み

七な

海み

さ
ん　
箱
根
の
森

小
学
校
6
年
生

　
第
20
回
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

競
技　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
大
会　
結
果
：
ユ
ー

ス
Ｃ
女
子
の
部　
第
20
位

・�

萩は
ぎ

野の　
舞ま

い
子こ

さ
ん　
相
原
高
等
学

校
2
年
生　
湯
本
小
学
校
出
身　

　
第
86
回
全
国
高
等
学
校
卓
球
選
手

権
大
会　
結
果
：
団
体
戦
1
回
戦
出

場・�

土と

岐き　
優ゆ

う
花か

さ
ん　
相
洋
中
学
校

　
平
成
28
年
度
の
行
財
政
改
革
の

�

取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す　

ど
、
翌
年
度
以
降
に
効
果
が
見
込
ま

れ
る
取
組
み
も
着
実
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

・
取
組
み
に
よ
る
効
果
額
は
、
4
億

６
８
１
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
の
取
組
み
に
よ
る
効

果
額
は
4
億
６
８
１
９
万
円
と
な
り
、

平
成
28
年
度
効
果
目
標
額
1
億
３
２

５
万
円
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
ふ
る
さ
と
納
税
の
促

進
」
の
3
億
１
７
５
３
万
円
が
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
除

い
て
も
1
億
５
０
６
６
万
円
と
、
目

標
額
の
1
億
３
２
５
万
円
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主
な
効
果
額

は
、「
消
防
職
員
の
定
数
削
減
」
の

３
８
０
７
万
円
、「
レ
イ
ク
ア
リ
ー

ナ
箱
根
の
運
営
見
直
し
」
の
９
３
４

万
円
、「
入
湯
税
納
期
内
納
付
事
務

取
扱
交
付
金
の
廃
止
」
の
７
２
６
万

円
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
（
時
間
外
勤
務
手
当
の
削

減
）
」
の
４
８
７
万
円
な
ど
で
す
。

照
会
先　
企
画
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
０

�

FAX
８
５
―
７
５
７
７

w
eb_tokuteiseisaku@

tow
n.hakone.kanagaw

a.jp

県
西
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
事
業

は
こ
じ
ょ
マ
ル
シ
ェ

�

２
０
１
７
を
開
催

日　
時　
10
月
14
日
㈯
10
時
〜
16
時

場　
所　
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森

内　
容　
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ガ
イ

ド
す
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
や
ア

ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
、
ハ
ー

ブ
と
ア
ロ
マ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
森
の
癒
し
を
感
じ
て
も
ら
う
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　
詳
細
お
よ
び
事
前
参
加
登
録
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（hakojo-lab.jp/

e4

）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

料　
金　
入
場
無
料
（
た
だ
し
、
体

験
イ
ベ
ン
ト
は
有
料
で
す
）

照
会
先　
企
画
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
０

個
人
情
報
保
護
法
説
明
会

　
改
正
個
人
情
報
保
護
法
が
５
月
30

日
に
施
行
さ
れ
、
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
す
べ
て
の
事
業
者
に
個
人
情
報

保
護
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
ど
ん
な
対
応
を

す
れ
ば
い
い
の
？
」
と
お
悩
み
の
事

業
者
の
方
に
向
け
て
個
人
情
報
保
護

法
の
基
礎
を
学
ぶ
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
教
育
分
野
と
福
祉
医
療
分
野

の
方
を
主
な
対
象
と
し
ま
す
が
、
ど

な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

日　
時　
10
月
20
日
㈮

10
時
30
分
～
12
時
（
教
育
分
野
）

14
時
～
15
時
30
分
（
福
祉
医
療
分
野
）

講　
師　
弁
護
士　
内
嶋
順
一　
氏

（
教
育
分
野
）

認
定
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト　
山
本
伊
都
子
氏
（
福
祉
医
療
分

野
）

場　
所　
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

情
文
ホ
ー
ル
（
横
浜
市
中
区
日
本
大

通
11
番
地
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

（http://www.pref.kanagawa.
jp/cnt/p1170437.htm

l

）

照
会
先　
県
情
報
公
開
広
聴
課

�

☎
０
４
５
―
２
１
０
―
３
７
２
０

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の

�

改
正
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
10
月
1
日
か
ら
、神
奈

川
県
最
低
賃
金
は
、時
間
額
９
５
６

円（
26
円
引
き
上
げ
）と
な
り
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
の

事
業
者
で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態

や
呼
称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
次
の
賃
金
は
最
低
賃
金
の
対
象
と

な
る
賃
金
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

①�
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

手
当

②�
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

③�

１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金

④�

時
間
外
、
休
日
労
働
に
対
す
る
賃

金
、
深
夜
割
増
賃
金

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け

に
各
種
支
援
策
、
無
料
相
談
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
神
奈
川
県

最
低
賃
金
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

�

☎
０
１
２
０
―
６
４
１
―
０
２
０

照
会
先

　
神
奈
川
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室　
〒
２
３
１
―
８
４
３
４　
横

浜
市
中
区
北
仲
通
５
―
57　
横
浜
第

２
合
同
庁
舎
８
階

�

☎
０
４
５
―
２
１
１
―
７
３
５
４

　
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署家

庭
教
育
講
座「
自
尊
感
情
を

育
て
る
～
認
め
る・
ほ
め
る・

自
分
を
好
き
に
な
る
～
」

日　
時　
10
月
14
日
㈯
10
時
40
分
～

12
時
40
分

場　
所　
箱
根
の
森
小
学
校　
２
階

視
聴
覚
室

講　
師　
北
村　
年
子　
氏
（
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
・
自
己
尊

重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
・
一

般
社
団
法
人
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
の
授

業
づ
く
り
全
国
ネ
ッ
ト
（
Ｈ
Ｃ
ネ
ッ

ト
）
代
表
理
事
）

申
込
先
・
照
会
先　
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
☎
８
５
―
７
６
０
１

全
国
大
会
出
場
者
の
結
果
に
つ
い
て

3
年
生　
湯
本
出
身

　
第
44
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会　
結
果
：
予
選
1
組
5

着・�

稲い
な
毛げ　
も
あ
な
さ
ん　
函
嶺
白
百

合
学
園
小
学
校
5
年
生

　
第
40
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
出
場　
結
果
：
50
Ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
第
11
位　
50
Ｍ
平
泳
ぎ
第
9
位

・�

菊き
く
川が

わ　
純じ

ゅ
ん

平ぺ
い
君
・
久く

保ぼ　
真し

ん
之の

介す
け

君　
平
塚
市
立
金
目
中
学
校
3
年

生　
湯
本
小
学
校
出
身

　
第
48
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会　

個
人
・
団
体
戦
出
場　
結
果
：
個
人

戦
…
菊
川
君　
66
㎏
級
2
回
戦
出
場
、

久
保
君　
81
㎏
級
第
5
位
、
団
体
戦

…
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
出
場

10月は
県民スポーツ月間

～スポーツが  笑顔と健康  作り出す～
　県では、県民がスポーツに親しみ、
スポーツに対する関心及び理解を
深めるため、平成29年 ３ 月に制定し
た「神奈川県スポーツ推進条例」で、
10月の １ ヶ月間を「県民スポーツ月
間」と定め、取組みを一層推進する
ことといたしました。
　この機会に体を動かしてみませんか。
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猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。

　今回も南足柄市のジオサイトから「足柄峠と足柄道」を紹介するね。

　「足柄峠」は、金時山と足柄山地の間にある峠で、南足柄市と静岡県小山町の境界にあたり富士山だけでなくいろいろ

な山が見えるので、地形観察に最適の場所だね。金時山や矢倉岳への登山口としても便利な場所だよ。

　古事記では倭
やまとたけるのみこと

建命が通ったとされ、途中で亡くなった妻を想い叫んだ「吾
あ

妻
づま

はや」という言葉が「東
あずま

の国」の語源と

言われているんだって。万葉集でも九州へ向かう防
さきもり

人が故郷を懐かしむ歌を多く詠んでいて、南足柄市側にある万葉公園

には、これらの歌を刻んだ歌碑があるよ。足柄峠は古くから日本の

東西を分ける場所とされていたんだ。

　ここを通る「足柄道」は古くから官道として利用されていて、西

暦800年の富士山の延暦噴火の時は足柄峠が通行不能になり、迂回

路として箱根峠を越える東海道が整備されたんだって。箱根ジオ

パークの「東と西をつなぐ歴史のみち」というテーマを東海道と足

柄道を合わせてその役割を担っていたんだね。

　
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体
で
見

守
る
た
め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
コ
ラ

ム
「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」
を
連

載
し
ま
す
。

　
今
回
は
箱
根
の
森
小
学
校
か
ら

お
届
け
し
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
か
ら
「
う
ち
の
子

は
、
本
を
全
然
読
ま
な
く
て
」
と

い
う
お
話
を
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
け
れ
ど
、

家
庭
で
は
な
か
な
か
…
と
い
う
悩

み
が
あ
る
よ
う
で
す
。
で
は
、
本

を
読
ま
な
い
子
は
、
読
書
が
嫌
い

な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
必

ず
し
も
同
じ
と
は
言
え
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
朝
の
読
書
タ
イ
ム

や
隙
間
時
間
読
書
な
ど
、
本
を
読

む
機
会
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
環
境

を
つ
く
り
継
続
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、

集
中
し
て
読
ん
で
い
る
子
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
４
年
生
以
上
に
な
る

と
文
庫
本
を
読
み
始
め
る
子
も
出

て
き
ま
す
。
家
庭
で
は
あ
ま
り
読

書
を
し
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
も
、

読
書
が
嫌
い
な
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。
家
庭
に
は
、
読
書
よ
り
も

自
分
に
と
っ
て
魅
力
的
な
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
、
家
庭

で
も
読
書
を
と
い
う
願
い
か
ら
、

家
庭
学
習
の
一
環
と
し
て
「
毎
日

10
ペ
ー
ジ
以
上
読
書
」
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
読
書
の
秋
で
す
。
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
大
人
も
本

の
世
界
に
ふ
れ
る
機
会
を
も
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
箱
根
の
森
小
学
校

�

☎
８
２
―
３
０
３
８

照
会
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

コ
ラ
ム「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る・地
域
へ
つ
な
ぐ
～

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
コミュニティ・スクール導入編

　町では、園・小・中一貫教育（分離型）を推進するうえで、町内唯一の公立中学校である箱根中学校
において、地域の方々と目標を共有し、地域と一体となって子ども達を育む「地域とともにある学校」
となることを目指し、将来の地域を担う人材の育成や学校を核とした地域づくりを推進する『コミュニ
ティ・スクール』の導入について研究を行うため、箱根町コミュニティ・スクール導入推進委員会を立
ち上げました。
　つきましては、次のとおり、文部科学省のコミュニティ・スクール推進員を招き、コミュニティ・ス
クールについての講演をしていただきます。参加自由（参加費無料）となっていますので、興味のある
方は、参加してください。

≪コミュニティ・スクールのイメージ図≫

～コミュニティ・スクール講演会～
　　１　日　時　平成29年10月25日（水）　午後 ３時～ ５時
　　２　場　所　箱根中学校　会議室
　　３　講　師　四柳　千夏子さん（文部科学省コミュニティ・スクール推進員）
　　４　参加料　無料
　　５　照会先　学校教育課　☎85―7600

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

「
箱
根
外
輪
山
縦
走
」

�

参
加
者
募
集
！

　
約
40
万
年
前
か
ら
活
動
を
始
め
た

箱
根
火
山
。
大
規
模
な
噴
火
が
繰
り

返
し
お
こ
る
こ
と
で
カ
ル
デ
ラ
の
凹

地
が
で
き
、
周
り
の
残
っ
た
山
々
が

外
輪
山
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
箱
根
ジ
オ

パ
ー
ク
だ
け
で
は
な
く
隣
接
す
る
伊

豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
た
ち

が
古
期
外
輪
山
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
三
国
山
」
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
下
、
箱
根
カ

ル
デ
ラ
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫

し
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
11
月
26
日
㈰
８
時
45
分
～

16
時
15
分

集
合
・
解
散
場
所　
小
田
原
駅
西
口

コ
ー
ス　
小
田
原
駅
→
（
バ
ス
移
動
）

→
箱
根
町
港
→
海
ノ
平
→
山
伏
峠
→

三
国
山
→
湖
尻
峠
→
深
良
水
門
→

（
バ
ス
移
動
）
→
小
田
原
駅
（
約
25

㎞
）

定　
員　
健
脚
の
方
35
名

申
込
方
法　
11
月
15
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
※
申
込
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
参
加

者
に
は
11
月
16
日
以
降
に
詳
細
の
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。

照
会
先　
神
奈
川
県
県
西
地
域
県
政

総
合
セ
ン
タ
ー
企
画
調
整
部
企
画
調

整
課

�
☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
９
０
３

�

FAX
０
４
６
５
―
３
２
―
８
１
１
１

kenseiac.kikaku@
pref.

kanagaw
a.jp

　

詳
細
は
、
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。http://w

w
w
.hakone-

geopark.jp/

箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
火
山
の
国
に
生
き
る
」

～
全
国
火
山
系
博
物
館 

巡
回
展
～

　

有
珠
山
（
北
海
道
）
や
磐
梯
山

（
福
島
県
）
、
阿
蘇
山
（
熊
本
県
）

な
ど
火
山
を
有
す
る
地
域
に
あ
る
博

物
館
で
構
成
さ
れ
た
協
議
会
に
よ
る

巡
回
展
で
、
パ
ネ
ル
等
で
箱
根
を
は

じ
め
日
本
の
代
表
的
な
火
山
の
噴
火

の
歴
史
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
14
日
㈯
～
12
月
10
日

㈰照
会
先　
箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

☎
８
３
―
８
１
４
０

はこジ郎の
　　　ぶらぶら
　　　ジオ日記

万葉公園へは、伊豆箱根鉄道大雄山線「大雄山駅」から
箱根登山バスで足柄万葉公園行３７分「足柄万葉公園」
バス停で降りてね！
みんな、遊びに来てね！

南足柄市ふるさと大使「よいしょの金太郎」

かながわ教育月間2017.10.7〜11.5

※バスは 4 、5 、10、11月の運行となります。
　�また、足柄万葉公園や足柄城址に駐車場

がありますのでそちらをご利用ください。
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赤ちゃん誕生（誕生証書 ８月発行分）

齋
さ い

藤
と う

　美
み

月
つ き

ちゃん	８  / ８	  圭一郎さん� 仙石原
廣
ひ ろ

瀬
せ

　然
ぜ ん

ちゃん	８  /12	 雄 大 さん� 仙石原
U
う え ち

ECHI　A
あ れ は ん ど ろ

LEJANDROちゃん	８  /13	 ALEJANDROさん� 二ノ平
近
こ ん

藤
ど う

　楓
ふ う

夏
か

ちゃん	８  /16	 壮 寛 さん� 仙石原
鈴
す ず

木
き

　陽
ひ な

太
た

ちゃん	８  /18	 健 大 さん� 仙石原

おくやみ（８ /19〜９  /18受付分）
勝俣　勝　さん	８  /26	 70歳� 仙 石 原
菊川　儀長さん	８  /27	9 1歳� 湯 本
明石　典夫さん	８  /28	 89歳� 仙 石 原
和田　 枝さん	 ９ / 5 	9 1歳� 湯 本
杉山　重治さん	 ９ / 5 	 84歳� 箱 根
丸山　一愽さん	 ９ /11	 83歳� 強 羅
勝俣スヱ子さん	 ９ /13	9 4歳� 二 ノ 平

クイズ

　正解者の中から抽選で 3 人の方に図書カード
をプレゼントします。
【問題】箱根町の議会議員○○名が選挙の結果
決まりました。この○○に入る箱根町の議会議
員の定数を答えてください。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、

電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1 人 1 通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　10月10日㈪　当日消印・着信有効
応募先　〒250−0398　箱根町企画課

９ 月号の解答　「フェスティバル」
当選者　飯田美恵子さん（湯　本）
　　　　浜口　幸子さん（強　羅）
　　　　小山　心寧さん（宮ノ下）
★当選おめでとうございます。

学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育支援室☎85−7776へ！

社会教育センター図書室から
《実りの秋…かぼちゃの本》

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室

出張体操教室①
おとな

水泳教室
こども・幼児
水泳教室A

８ ９ 10 11 12 13 14

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな水泳教室

出張体操教室②
こども・幼児
水泳教室A

15 16 17 18 19 20 21

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水中運動教室 出張体操教室③ おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

22 23 24 25 26 27 28

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水泳教室 出張体操教室④ こども・幼児
水泳教室A

29 30 31

休館日

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー（
10
月
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
月
の
予
定
も
一
部
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
次
号

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　夏から初秋に収穫された後、しばらく寝かせておい
たかぼちゃがおいしい時期になりました。季節に合っ
た絵本を、一緒に読んでみませんか？
「まるごとかぼちゃ」
� 八田尚子（構成・文）絵本塾出版
　現在は西洋かぼちゃが主流ですが、形・大きさ・色
などかぼちゃには多様な種類があります。その他にも、
葉・花の役割の説明や、伝統行事・各地の料理などの
紹介があり、かぼちゃのことがよくわかる一冊です。

「14ひきのかぼちゃ」
� いわむらかずお（作）童心社
　14匹のねずみの家族が、畑を耕し、かぼちゃの種を
まきました。芽が出て、葉が伸びて、花が咲き、かぼ
ちゃの赤ちゃんが、嵐にも負けずにだんだん大きく
育っていきます…種まきから収穫までの様子がていね
いに描かれています。

照会先　社会教育センター　☎８２−２６９４

善
意
の
寄
付

〈
社
会
福
祉
協
議
会
〉

◎�
匿
名

�

紙
お
む
つ

◎�

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
女
性
部

　

�

Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
助
け
合
い
組

織
す
み
れ
会
様

�

雑
巾
・
タ
オ
ル
・
布

〈
箱
根
町
資
源
保
全
基
金（
ト
ラ
ス
ト
）〉

◎�

ト
ラ
イ
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
（
さ
が

み
信
用
金
庫
、
平
塚
信
用
金
庫
、

か
な
が
わ
信
用
金
庫
）　
様

�

３
０
，
０
０
０
円

移動図書館きつつき号巡回予定表
場　所 日　時

役場本庁駐車場

10／13㈮・27㈮

１２：３５～１２：５０
湯本小学校 １３：００～１３：３０

湯本幼児学園 １３：５０～１４：２０
町社会福祉協議会 １４：３０～１４：４５

さがみ信用金庫湯本支店前 １４：５０～１５：０５
箱根幼稚園

10／11㈬・25㈬

９ ：２０～ ９ ：４０
畑宿寄木会館 １０：００～１０：１５

湯本茶屋（静観荘駐車場） １０：３０～１０：４５
山崎集会所 １１：００～１１：１５

箱根の森小学校 10／12㈭ １３：００～１３：３０
10／26㈭ 10：20～10：３5

姫之湯
10／12㈭・26㈭

13：50～１４：05
宮ノ下駐車場 14：20～１４：35

強羅向山公園駐車場 １４：４５～１５：００
宮城野保育園 10／26㈭ １５：１０～１５：４０

さくら館 10／ ４ ㈬・18㈬ １０：４５～１１：００
宮城野公民館 １１：１０～１１：２５

箱根中学校 10／ ４ ㈬ 12：50～１３：05
10／18㈬ １３：10～１３：２5

元箱根集会所 10／ ４ ㈬・18㈬ １３：４５～１４：００
箱根集会所 １４：１０～１４：２５

仙石原小学校

10／ ６ ㈮・20㈮

１３：００～１３：３０
アレンジメントケア箱根仙石原 １３：４０～１３：５５

仙石原幼児学園 １４：１０～１４：４０
仙石原文化センター １４：５５～１５：１０

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センター　☎８２−２６９４

日　
時　
10
月
26
日
㈭
18
時
30
分
～

場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　
容　
６
人
制
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

（
１
ブ
ロ
ッ
ク
４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ

戦
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
を

表
彰
し
ま
す
。）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
賞

品
代
、
保
険
代
ほ
か
）

チ
ー
ム
数　
24
チ
ー
ム
（
登
録
可
能

人
数
10
人
。
試
合
中
コ
ー
ト
内
の
男

性
は
３
人
ま
で
。
小
学
生
は
女
性
と

み
な
す
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日　
時　
10
月
27
日
㈮
18
時
30
分
～

20
時
30
分

場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根

内　
容　
基
本
的
な
実
技
指
導

講　
師　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表　
齋
藤
信
治
さ
ん
、
元
東
レ
ア

ロ
ー
ズ　
田
辺　
修
さ
ん

対　
象　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者

※
見
学
の
み
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

そ
の
他　
サ
イ
ン
会
お
よ
び
写
真
撮

影
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

大
会
の
結
果

　
第
28
回
箱
根
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
（
8
月
24
日
・
箱
根
中
学
校
）

【
団
体
の
部
】

優　
勝　
箱
根
長
寿
会
Ｂ
（
箱
根
）

準
優
勝　
箱
根
長
寿
会
Ａ
（
箱
根
）

第
３
位　
二
ノ
平
自
治
会
（
宮
城
野
）

【
個
人
の
部
】

優　
勝　
桜
井　
敏
（
宮
城
野
）

準
優
勝　
荒
木　
京
子
（
宮
城
野
）

第
３
位　
勝
又　
實
（
箱
根
）

は
こ
ね
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

２
０
１
７

日　
時　
11
月
12
日
㈰
18
時
30
分
～

場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根

内　
容　
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

輪
投
げ
（
い
ず
れ
も
地
域
体
育
会
に

よ
る
対
抗
戦
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

献　
血

受
付
日
時
・
場
所　
10
月
24
日
㈫

９
時
30
分
〜
12
時　
役
場
本
庁
舎
駐

車
場
／
14
時
〜
16
時　
さ
く
ら
館

対　
象　
18
歳
〜
64
歳

共　
催　
箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

第
30
回

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【さくら館温水プール水泳教室】
〈おとな水中 運動教室／おとな水泳教室〉
実施時間　14時～15時／18時30分～19時30分
対　象　　大人（中学生以上）
受講料　　 1 回券700円、フリーパス2,000円、10回券7,000円
〈こども・幼児水泳教室〉
実施時間　Aこども：10時～11時、幼児：13時～14時
　　　　　Bこども：13時～14時、幼児：10時～11時
対　象　こども：小学生、幼児： 3 歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　 1 回券400円、フリーパス1,000円、10回券4,000円
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人300円、中学生以下100円
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法�　開始時間の10分前までにプール受付に集合してく

ださい。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は 9 時～20時です。
　　　（入館は19時30分まで）
照会先　さくら館☎85−0800

【出張体操教室】
①仙石原文化センター和室
　10：00～11：30　1４：00～1５：30
②社会教育センター軽スポーツ室
　10：00～11：30　1４：00～1５：30
③さくら館機能訓練室
　10：00～11：30　1４：00～1５：30
④郷土資料館学習室
　10：00～11：30　1４：00～1５：30
対　象　１６歳以上
講　師　㈱東京体育機器　荻原氏
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合わせ

た体に優しい体操です）
持ち物　運動のできる服装、タオル、会場が社会教育

センター・さくら館の場合は室内運動靴、郷土
資料館の場合は屋外運動靴

参加方法　参加費は無料です。会場にて講師に直接声
をかけてください。

照会先　教育委員会生涯学習課☎８５−７６０１ 公益財団法人神奈川県市町村振興協会
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旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ

今
月
の
納
期

10月 ２日㈪納期限

　固定資産税・町県民税・国民健康保険料につい
ては、夜間・休日も、納付書裏面記載のコンビニ
エンスストアで支払いができます。（納期限が過
ぎている納付書では納付できません。）
　納期限が過ぎているもので、納め忘れの方は、
至急役場本庁会計課・出張所または金融機関で納
付してください。

＝納付は便利な口座振替で＝
口座振替を希望される方は、連絡してください。
照会先　○税務課（収納係）　☎85−9573
　　　　☆保険健康課　　　　☎85−9564

○固定資産税� （第 ３期）
☆国民健康保険料� （第 ４期）
☆介護保険料� （第 ４期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 ３期）
10月31日㈫納期限
○町県民税� （第 ３期）
☆国民健康保険料� （第 ５期）
☆介護保険料� （第 ５期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 ４期）

最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

=

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中= 

（
企
画
課
☎
８
５

－

９
５
７
２
）

住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。 夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください。

催 し

案 内

心配ごと相談

子どもほっと相談

私立幼稚園就職セミナー

福祉相談会

高次脳機能障害専門相談

小田原保健福祉事務所各種相談日
身体障がい者の補装具相談会

普通救命講習

日　時　10月10日㈫ ９ 時20分
（中止の場合は15日㈰）

コース　明星ヶ岳～塔の峯～阿弥陀寺～
湯本　※帰路　湯本駅から電車利
用

会　費　500円（保険料他）
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司
� 　☎85−6788
※当日開催の有無は☎85−6788で確認し
てください。音声メッセージにて、自動
的にメッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の17時
から当日の 9 時までです。

日時・場所
・10月17日㈫　温泉出張所
・11月 7 日㈫　箱根出張所
いずれも11時～15時
内　容　生活、人権に関する相談、国や

県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委

員、学校教育指導員、総務省行政
相談委員

※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　福祉課☎85−7790

日時・場所
・10月17日㈫　温泉出張所
・11月 7 日㈫　箱根出張所
いずれも11時～15時
内　容　教育に関する相談
相談員　教育支援室相談員
※希望する方はなるべく事前に連絡して
ください。
照会先　教育支援室☎８５−７７７６

　県内の私立幼稚園に教諭として就職を
希望する方のためのセミナーです。
日　時　１１月 ４ 日㈯ ９ 時〜１３時
場　所　おだわら市民交流センターＵＭ

ＥＣＯ
内　容
①�研修「教育・保育の改革期に必要な人

材と子どもの育ち」をテーマにした講
演（100名）

②�就職相談会（100名）
※現場見学会　１１月 ８ 日㈬１０時〜１２時
　�れんげ幼稚園（小田原市東町 ３ －１２－

２３）（ 5 名）
　�他 ４ 園（小田原地域、湘南地域の幼稚

園）
　詳しくは下記ＨＰを確認してください。
対　象　幼稚園教諭免許状保持者
申込・問合先　（公社）神奈川県私立幼

稚園連合会
　　　下記ＨＰより申し込んでください。
　　　http://www.shinshiyou.com/
　　　☎045−440−3210
　　　FAX045-440−3209

日　時　12月14日㈭13時～16時
場　所　仙石原文化センター
内　容
○�男女共同参画講演会「仕事と生活の調

和（ワーク・ライフ・バランス）」
　講師�　元日本テレビアナウンサー・記

者　薮本　雅子　氏
○�「かながわ女性の活躍応援団」啓発講

座
　講師�　富士屋ホテル株式会社　総務部

次長　久保田　紀和　氏
定　員　100人
申込方法　電話で申し込んでください。

託児（ １ 歳～小学校就学前）を希
望する方は、申込み時に予約して
ください。

申込期限　11月30日㈭
申込先　企画課　☎８５−９５６０

日時・場所
・10月12日㈭　役場分庁舎 4 階第 7 会議室
・10月26日㈭　さくら館相談室
（当日の電話相談は☎85−0800まで）
いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ

び家族の方
内　容　社会福祉士など専門家による面

接相談、電話相談
照会先　福祉課☎85−7790

日　時　10月 ６ 日㈮14時～15時30分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援

センター（小田原市久野115− 2
おだわら総合医療福祉会館 1 階）

対　象　高次脳機能障がいの方およびご
家族、支援者

照会先　おだわら障がい者総合相談支援
センター　☎0465−35−5258

日　時　10月16日㈪13時～15時
（受け付けは14時まで）

場　所　小田原市保健センター
（小田原市酒匂 2 −32−16）

内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
付、修理相談

※希望する方は10月13日㈮までに連絡し
てください。
照会先　福祉課☎85−7790

○�エイズ相談・検査　10月18日㈬ ９ 時～
11時

○�精神保健福祉相談　10月 ３ 日㈫・12日
㈭・17日㈫・26日㈭　いずれも13時30
分～16時30分

○�認知症相談　10月 ６ 日㈮13時30分～16
時30分

○�骨髄ドナー登録　10月 ３ 日㈫11時

◆ 4か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　10/11㊌12：40～13：00受け付け
対　象　 ４ か月児：平成29年 ６ 月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成28年11月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ（10か月児のみ）
◆ 1歳 6か月児健康診査／ 3歳 6か月児健康診査
日　時　10/11㊌13：00～13：20受け付け
対　象　 1 歳 6 か月児：平成28年 ４ 月生まれの幼児
　　　　 3 歳 6 か月児：平成26年 ４ 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　10/ ６ ㊎13：00～13：30受け付け
対　象　平成26年 ９ 月、平成27年 ３ 月・ ９ 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　10/17㊋ 9 ：45～11：45
対　象　 7 か月～ 3 歳までの乳幼児とその保護者
※ １ 週間前に電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　10/ ５ ㊍13：30～15：00
対　象　 3 ～18か月頃の乳幼児とその保護者
※事前に電話で申し込んでください。
○場所はいずれもさくら館です。

すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85−9595

●趣味の教室
書　道　10/ ６ ㊎・20㊎10：00～12：00
絵手紙　10/ ５ ㊍・26㊍10：00～12：00
対　象　各教室とも町内在住の60歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　10/20㊎13：00～13：30受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定

など
対　象　町内在住の60歳以上の方

やまなみ荘コーナー
照会先　福祉課☎85−7790

休日急患（医科）
　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
（☎82−4511）に確認してください。
診療時間　 9 ：30～17：00
当番日 当番医 所　在 電話番号
10／ １ 尾泉内科医院 宮城野 82－2423

８ 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 82－2672
15 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84－9111
22 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84－9111
30 土屋医院 湯　本 85－5034

※10/ 9 ㈪小田原市休日夜間急患診療所（小田原市酒匂 2 −
32−16／☎0465−47−0823）を利用してください。診療時間
は 8 ：30～11：30、13：00～15：30、18:00～22:00です。
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日　時
①普通救命講習Ⅰ
　10月19日㈭ ９ 時～12時
②普通救命講習Ⅱ
　10月28日㈯ ９ 時～１３時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

を用いた心肺蘇生法および止血法
など（②は実技と筆記の効果測定
を含む）

場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤

の方
定　員　各２０人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課救急係　
� ☎82−4511

タチウオの
　　　ムニエル
　「タチウオ」は、10月が旬で、塩焼きや
煮つけ、天ぷら、ムニエルなどの料理で食されます。
　栄養価は、カルシウムの吸収を促進するビタミンD
や脂質を多く含みますが、脳の発達や動脈硬化予防に
効果的な、オレイン酸やEPA、DHAの脂肪酸が豊富
です。銀白色の皮が剥がれてなく美しく、身が締まっ
て硬く感じるものを選びましょう。

●材料（大人 4人分）
タチウオ　　　 ４ 切れ（２００ｇ程）
塩・こしょう　少々
小麦粉　　　　適量
バター　　　　２０ｇ
しょうゆ　　　小さじ１
レモン　　　　 １ / ２ 個

●作り方
①　�タチウオに塩・こしょうをして、小麦粉をまぶす。
　　レモンは ４ 等分に切る。
②　�フライパンにバター（半量）を入れ熱し、タチウ

オの身を下にして並べて、両面こんがりと焼き、
器に盛り付ける。

③　�②のフライパンを拭いて、残りのバターを溶かし
て、しょうゆを混ぜて、タチウオにかけて、レモ
ンを添える。

今月の‘旬’
タチウオ、ワカサギ、大豆、米、さといも、柿など

○�療育歯科相談　10月17日㈫ ９ 時～15時
30分

※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所保健予防

課☎０４６5−３２−８０００（内線３236：
療育歯科相談・内線３246：その他
の相談・検査）

歩く会
大文字焼きと
和宮の寺コース

［10㎞］

平成29年度
男女共同参画講演会
※かながわ女性の活躍応援団
啓発講座同時開催　　　
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ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中！
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!

町の人口と世帯
−９月１日現在−

●人口　11,662人
　男　5,573　　女　6,089
●世帯　 6,293

アサギマダラを探して…
● ９ /13（お玉が池周辺）

　箱根幼稚園の園児たちがお玉が池周辺でアサギマダラ（蝶）
を探しに行きました。
　残念ながら捕まえることはできませんでしたが、他の蝶やト
ンボ、カニなどを見つけとても楽しい探検になりました。

スポーツの秋
● ９ /19（仙石原小学校）

　町内の各小学校で運動会が行われました。仙石原小学校で
は、台風等の影響で開催が延期されたため、開催された日は台
風一過で気温も高く真夏のような気候の中での開催でした。暑
さに負けず児童たちは熱戦を繰り広げていました。

敬老会
● ９ /13（星槎レイクアリーナ箱根）

　第61回敬老会が星槎レイクアリーナにて開催されました。箱
根元気会による元気体操や最後の参加者のみなさんでの踊りな
ど、参加者の元気な姿に、こちらも元気をもらいました。

防災訓練
● ９ / ５ （岡田広場）

　小涌谷の岡田広場を中央会場に防災訓練が行われました。中
央会場には多くの町民の皆さんが参加されました。各地域での
避難訓練も実施され、災害時の対応を改めて確認することがで
きました。
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